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11
月
６
日

（金）
、
地
域
活
動
や
文
化
、
政
治
等
の
分
野
で
町
政
の

振
興
に
寄
与
さ
れ
た
個
人
や
団
体
、
企
業
を
表
彰
す
る
『
令
和
２

年
度
町
政
功
労
者
等
表
彰
式
』
が
町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
あ
ゆ
み
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
渋
田
正
己
町
長
よ
り
受
賞
者
６
名

１
企
業
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

11
月
12
日

（木）
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
の
税
務
行
政
に
尽
力
さ
れ
た
上
当

路
納
税
貯
蓄
組
合
と
上
里
納
税
貯
蓄
組
合
の
２
団
体
と
税
務
財
政
課
主
幹

安
達
達
也
氏
の
功
績
に
対
す
る
納
税
功
労
者
表
彰
贈
呈
式
が
役
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
贈
呈
式
に
は
上
当
路
納
税
貯
蓄
組
合
・
斉
藤
洋
三
組
合
長
と

上
里
納
税
貯
蓄
組
合
・
横
田
勝
司
組
合
員
、
安
達
氏
が
出
席
。
檜
山
振
興

局
・
永
山
秀
明
振
興
局
長
か
ら
上
当
路
納
税
貯
蓄
組
合
に
は
『
北
海
道
社

会
貢
献
賞
（
納
税
功
労
者
）
』
が
伝
達
さ
れ
、
上
里
納
税
貯
蓄
組
合
と
安

達
氏
に
は
『
納
税
功
労
者
檜
山
振
興
局
長
表
彰
』
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

氏　　名 功　績　内　容

能登谷　大　輔

平成12年４月１日以来、多年にわたり

消防団員として町民生活の安定のため

に寄与された

由　利 淳

平成12年４月１日以来、多年にわたり

消防団員として町民生活の安定のため

に寄与された

三　上　勝　美

平成12年６月１日以来、多年にわたり

消防団員として町民生活の安定のため

に寄与された

大上野 伸

平成12年８月１日以来、多年にわたり

消防団員として町民生活の安定のため

に寄与された

福　田　春　三

平成12年１月１日以来、多年にわたり

地区駐在員として厚沢部町発展のため

に尽力された

令和２年度町政功労者等表彰式

１.功労表彰
（敬称略）

氏　名 功　績　内　容

(株) 高橋建設

代表取締役　

高　橋　千　尋

教育関連事業に関する指定寄附金とし

て、１００万円を寄附された

２.善行表彰
（敬称略）

氏　　名 功　績　内　容

笹　谷　勝　博

厚沢部町副町長として地方自治の振興

に尽力された功績により瑞宝双光章を

受章

３.叙勲等顕彰≪叙　勲≫
（敬称略）

氏　　名 功　績　内　容

山　本　貢　司

多年にわたり国民健康保険運営協議会

委員として国民健康保険事業の運営に

尽力された功績により受彰

佐々木　康　實

多年にわたり民生委員・児童委員とし

て社会福祉の増進に尽力された功績に

より受彰

佐々木　祥　子

多年にわたり民生委員・児童委員とし

て社会福祉の増進に尽力された功績に

より受彰

≪厚生労働大臣表彰≫
（敬称略）

氏　　名 功　績　内　容

上 当 路 納 税

貯 蓄 組 合

昭和34年の設立以来、多年にわたり納

税思想の普及啓発と自主納税の推進に

尽力された功績により受賞

(有)俄虫温泉

旅館大成

取締役　

田　中　佳代子

多年にわたり営業施設の衛生基準を遵

守し、食品衛生の普及向上に努められ

た功績により受賞

≪北海道社会貢献賞≫
（敬称略）

〔後列左から、由利氏、三上氏、大上野氏、山本氏、㈲俄虫温泉旅館〕
〔前列左から、福田氏、渋田町長、鈴木議長、笹谷氏〕
（能登谷氏、㈱高橋建設、佐々木康實氏、佐々木祥子氏、上当路納税貯蓄組合は欠席）

納
税
貯
蓄
組
合
２
団
体
と
１
個
人
を
表
彰

▲（左から）渋田町長、横田組合員、斉藤組合長、安達氏、永山振興局長

北海道社会貢献賞（納税功労者） 上当路納税貯蓄組合
 納税功労者檜山振興局長表彰   上里納税貯蓄組合

〃　　　　    　  安 達　達 也　氏

11
月
13
日

（金）
、
北
海
道
郵
便
局
長
会
檜
山
地
区
会
の

古
谷
貴
志
厚
沢
部
郵
便
局
長
、
竹
中
忍
鶉
郵
便
局
長
、

谷
口
智
則
館
郵
便
局
長
の
３
名
が
役
場
を
訪
れ
、
町
へ

50
万
円
の
寄
附
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
寄
附
は
北
海
道

郵
便
局
長
協
会
の
当
該
郵
便
局
が
所
在
す
る
地
域
振
興

に
努
め
、
郵
政
事
業
の
発
展
と
活
力
あ
る
地
域
社
会
づ

く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
公
的
事
業
の
一
環

と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
寄
附
を
受
け
取
っ
た
竹

村
寛
仁
副
町
長
は
「
地
域
活
性
化
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
く
」
と
述
べ
、
感
謝
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。

北
海
道
郵
便
局
長
会
か
ら
寄
附▲（左から）谷口局長、竹村副町長、古谷局長、竹中局長

応援券は 12 月 31 日（木）まで 北
海
道
知
事
感
謝
状
を

福
田
春
三
氏
（
本
町
）
が
受
賞

11
月
６
日

（金）
、
長
年
に

わ
た
り
各
種
統
計
調
査
員

を
務
め
ら
れ
た
福
田
春
三

氏
（
本
町
）
へ
「
北
海
道

知
事
感
謝
状
（
20
年
級
）
」

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
福
田

氏
は
「
こ
う
や
っ
て
長
く

や
っ
て
こ
れ
た
の
も
家
族

の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
」

と
感
謝
の
気
持
ち
を
述
べ

ま
し
た
。　９月上旬に配布しました『町民支えあい応援券』

の有効期限は 12 月 31 日（木）までとなっております。

　年末でお店が休みという場合もありますので、使

い忘れの無いようお気を付けください！
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あ
っ
さ
ぶ
メ
ー
ク
イ
ン
・
レ
シ
ピ
・
コ
ン
テ
ス
ト

　

10
月
31
日

（土）
、
『
第
１
回
あ
っ

さ
ぶ
メ
ー
ク
イ
ン
・
レ
シ
ピ
・
コ

ン
テ
ス
ト
』
（
素
敵
な
過
疎
づ
く

り
㈱
主
催
）
の
最
終
審
査
が
あ
ゆ

み
で
開
催
さ
れ
、
道
内
外
か
ら
応

募
が
あ
っ
た
40
作
品
の
中
か
ら
奈

良
県
の
主
婦
、
柏
森
真
希
さ
ん
が

考
え
た
「
じ
ゃ
が
い
も
と
黒
豆
の

チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
」
が
最
優
秀
賞
に

選
ば
れ
た
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
過
去
、

６
回
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
て
い
た

コ
ロ
ッ
ケ
コ
ン
テ
ス
ト
の
内
容
を

一
新
し
、
あ
っ
さ
ぶ
メ
ー
ク
イ
ン

を
使
用
し
て
い
れ
ば
料
理
の
ジ
ャ

ン
ル
を
問
わ
な
い
レ
シ
ピ
コ
ン
テ

ス
ト
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

最
終
審
査
で
は
光
塩
学
園
調
理

製
菓
専
門
学
校
の
本
田
卓
也
教
授

ら
審
査
員
７
名
が
、
10
月
７
日
の

新
た
な
商
品
を
厚
沢
部
町
の
名
産
に

『じゃがいもと黒豆のチーズケーキ』
奈良県　柏森 真希 さん

最優秀賞

『あっさぶドーナツ』

奈良県　柏森 真希 さん

『まいたけとメークインの
モチモチピザ風クレープ』
厚沢部町　鈴木 優生 さん

優秀賞（２作品）

一
次
審
査
で
選
ば
れ
た
５
作
品
を

審
査
。
味
や
見
た
目
、
商
品
化
の

可
能
性
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
採

点
を
行
っ
た
。

　

審
査
員
長
を
務
め
た
本
田
氏
は

「
ど
の
作
品
も
甲
乙
つ
け
に
く
か

っ
た
が
、
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
は
見
た

目
も
よ
く
、
抜
群
に
美
味
し
か
っ

た
」
と
柏
森
さ
ん
の
レ
シ
ピ
を
称

賛
し
た
。

　

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
柏
森
さ

ん
は
「
偶
然
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
コ
ン
テ

ス
ト
の
募
集
を
拝
見
し
、
そ
こ
で

初
め
て
厚
沢
部
町
を
知
っ
た
。『
世

界
一
素
敵
な
過
疎
の
ま
ち
』
と
い

う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
そ
の
取

り
組
み
、
そ
し
て
、
メ
ー
ク
イ
ン

発
祥
の
地
と
い
う
と
こ
ろ
に
魅
力

を
感
じ
応
募
を
決
め
た
。
最
優
秀

賞
、
優
秀
賞
の
Ｗ
受
賞
と
い
う
結

果
に
大
変
な
驚
き
と
嬉
し
い
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
」
と
受
賞
の
感
想

を
語
っ
た
。

　

素
敵
な
過
疎
づ
く
り
㈱
で
は
今

後
、
最
優
秀
賞
作
品
の
商
品
化
を

目
指
し
て
い
く
。　

　

11
月
７
日

（土）
、『
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
シ
ア
タ
ー
厚
沢
部
』（
町
ド

ラ
イ
ブ
イ
ン
シ
ア
タ
ー
実
行
委
員
会
主
催
）
が
厚
沢
部
町
役
場

駐
車
場
で
開
催
さ
れ
た
。

ドライブインシアター

厚
沢
部
町
で
は
約
30
年
ぶ
り
の
開
催

　

町
内
の
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
で
き
て
い

な
い
状
況
を
受
け
、
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
も
何
か

で
き
な
い
か
と
の
思
い

ら
、
商
工
会
青
年
部
や

観
光
協
会
な
ど
が
協
力

し
て
イ
ベ
ン
ト
が
企
画

さ
れ
た
。

　

約
50
台
の
車
が
集
ま

り
、
車
内
か
ら
映
画
鑑

賞
を
楽
し
ん
だ
。ま
た
、

町
内
７
飲
食
店
の
特
別
テ
イ
ク
ア

ウ
ト
メ
ニ
ュ
ー
や
商
工
会
女
性
部

か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
お
菓
子

を
食
べ
な
が
ら
鑑
賞
し
て
い
る
姿

も
見
ら
れ
た
。

　

実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
商

工
会
青
年
部
長
の
山
下
礼
さ
ん
は

「
多
く
の
方
に
鑑
賞
し
て
も
ら
え

た
こ
と
や
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
多
く

の
方
が
協
力
し
て
く
れ
た
こ
と
に

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
。
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
も
で
き
る
こ
と
を

実
行
し
、
新
た
な
挑
戦
を
し
て
い

け
た
ら
」
と
話
し
た
。

　

ま
た
、
町
観
光
協
会
事
務
局
長

の
尾
山
浩
崇
さ
ん
は
「
子
ど
も
の

頃
に
体
験
し
楽
し
か
っ
た
記
憶
が

あ
り
、
今
の
子
ど
も
た
ち
に
も
体

験
さ
せ
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
い

た
。
将
来
、
子
ど
も
た
ち
が
今
回

の
イ
ベ
ン
ト
を
思
い
出
し
、
引
き

継
い
で
い
っ
て
く
れ
た
ら
嬉
し
く

思
う
」
と
子
ど
も
た
ち
へ
の
想
い

を
語
っ
た
。

　

11
月
13
日

（金）
、
認
定
こ
ど
も
園

は
ぜ
る
（
斉
藤
紋
子
園
長
）
で
『
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
in
は
ぜ
る
』
が
行
わ
れ
、

園
児
た
ち
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
衣
装
を

身
に
ま
と
い
、
赤
沼
町
内
を
巡
り

ま
し
た
。
赤
沼
神
社
で
は
お
ら
い

も
君
と
さ
つ
き
さ
ん
、
ポ
テ
コ
ち

ゃ
ん
が
、
ゴ
ー
ル
地
点
の
こ
ど
も

園
前
に
は
は
ぜ
る
く
ん
が
サ
プ
ラ

イ
ズ
で
登
場
。
園
児
た
ち
は
大
き

な
声
で
「
ト
リ
ッ
ク
オ
ア
ト
リ
ー

ト
」
と
言
っ
て
お
菓
子
を
も
ら
い
、

季
節
を
感
じ
る
イ
ベ
ン
ト
を
大
い

に
楽
し
み
ま
し
た
。

認
定
こ
ど
も
園
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
！

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

ね
ん
き
ん

ね
ん
き
ん
講
座
講
座

《
国
民
年
金
を
受
取
る
た
め
に
》

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
な
い

ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
将
来
の
老

齢
基
礎
年
金
や
、
障
害
・
遺
族
な

ど
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の
年
金

が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

な
お
、
令
和
２
年
度
の
国
民
年

金
保
険
料
は
１
カ
月
１
６
，
５
４

０
円
で
す
。

　

納
め
た
保
険
料
は
、
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
、

税
金
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

ま
だ
納
付
が
お
済
み
で
な
い
方

は
、
納
付
書
を
ご
用
意
の
う
え
、

お
近
く
の
金
融
機
関
、
郵
便
局
ま

た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の

窓
口
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
役
場
で
手
続
き
を
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
納
め
忘
れ
が
な
く
納

付
の
手
間
が
か
か
ら
な
い
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
納
付
や
口
座

振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

 

《
産
前
産
後
は
保
険
料

　
　
　
　

が
免
除
と
な
り
ま
す
》

□
対
象
者　

　

「
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
」

□
届
出
時
期　

　

出
産
予
定
日
の
６
カ
月
前
か
ら

届
出
可
能
で
す
の
で
、
速
や
か
に

届
出
く
だ
さ
い
。

□
産
前
産
後
期
間
の
取
扱
い

　

産
前
産
後
期
間
と
し
て
認
め
ら

れ
た
期
間
は
保
険
料
を
納
付
し
た

も
の
と
し
て
老
齢
基
礎
年
金
の
受

給
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

☆
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら

　

保
健
福
祉
課
住
民
年
金
係
へ

　
　
　
　
　

☎
６
４-

３
３
１
３

▲「お菓子もらえたー」と笑顔に

▲「おらいも君がいる！」と駆け出す子どもたち ▲はぜるくんからもお菓子のプレゼント

▲神社の前でパシャリ
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素敵な過疎のまちのあゆみ素敵な過疎のまちの中学生

　

11
月
４
日

（水）
、
素
敵
な
過
疎
づ
く
り
㈱
で
は
オ

ン
ラ
イ
ン
で
愛
知
学
院
大
学
と
交
流
会
を
行
い
ま

し
た
。
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
、
大

学
ア
ウ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
事
業
は
食
育
や
あ
っ
さ
ぶ

メ
ー
ク
イ
ン
レ
シ
ピ
作
成
に
向
け
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
交
流
を
図
り
ま
し
た
。
厚
沢
部
か
ら
は
受
け
入

れ
を
行
っ
て
い
る
野
澤
家
と
丹
保
家
、
庄
山
家
が

参
加
。
去
年
訪
れ
た
学
生
と
の
再
会
に
自
然
と
笑

み
が
こ
ぼ
れ
る
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
も
で
き
る
こ
と
を
実
践
し
て
い
き
、
大

学
と
の
交
流
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

10
月
31
日

（土）
、
「
ひ
や
ま
木
育
フ
ェ
ス
タ
in
厚

沢
部
」
（
町
教
育
委
員
会
主
催
）
が
レ
ク
の
森
で

行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら
28
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

レ
ク
森
の
豊
か
な
自
然
を
幅
広
い
世
代
に
親
し
ん

で
も
ら
お
う
と
開
催
。
午
前
中
は
道
が
認
定
す
る

木
育
マ
イ
ス
タ
ー
と
紅
葉
で
色
鮮
や
か
な
レ
ク
森

を
散
策
。
午
後
か
ら
の
体
験
学
習
で
は
、
バ
ー
ド

コ
ー
ル
作
り
や
木
工
ク
ラ
フ
ト
作
り
、
キ
ハ
ダ
の

皮
を
煮
詰
め
た
汁
を
使
っ
た
染
め
物
体
験
を
行

い
、
。
子
ど
も
た
ち
は
自
分
が
作
っ
た
作
品
を
見

せ
あ
っ
た
り
楽
し
み
ま
し
た
。

　

10
月
25
日

（日）
、
清
和
の
丘
ク
ラ
ブ
（
笠
間
昭
三

代
表
）
は
旧
鶉
保
育
所
に
住
ん
で
い
る
ベ
ト
ナ
ム

人
農
業
技
能
実
習
生
を
招
き
、
「
ピ
ザ
作
り
体
験

交
流
会
」
を
旧
清
和
小
学
校
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
交
流
会
は
実
習
生
と
地
域
住
民
と
の
出
会
い

の
場
を
設
け
よ
う
と
企
画
さ
れ
、
鶉
町
内
会
（
山

崎
孝
会
長
）
の
役
員
も
参
加
。
実
習
生
は
具
材
の

ト
ッ
ピ
ン
グ
や
石
釜
で
の
ピ
ザ
焼
き
を
楽
し
み
ま

し
た
。
同
ク
ラ
ブ
の
藤
岡
俊
吾
さ
ん
は
「
厚
沢
部

へ
来
た
実
習
生
に
何
か
思
い
出
を
と
企
画
し
た
。

楽
し
ん
で
く
れ
て
よ
か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

10
月
30
日

（金）
、
函
館
地
方
法
務
局
江
差
支
局
主

催
『
人
権
教
室
』
が
館
小
学
校
（
松
村
浩
良
校
長
）

で
開
催
。
講
師
は
町
人
権
擁
護
委
員
の
岩
田
冨
貴

子
氏
、
太
田
滋
子
氏
、
谷
口
匡
佐
子
氏
の
３
名
が

務
め
ま
し
た
。
１
、
２
年
生
で
は
紙
芝
居
を
用
い

て
、
「
勇
気
を
出
し
て
相
談
す
る
こ
と
」
を
テ
ー

マ
に
谷
口
氏
が
担
当
。
紙
芝
居
で
は
、
い
じ
め
ら

れ
て
い
る
子
が
勇
気
を
出
し
て
先
生
に
相
談
し
、

い
じ
め
が
解
決
さ
れ
た
物
語
で
、
児
童
か
ら
は
「
み

ん
な
の
前
で
勇
気
を
出
し
て
話
し
た
こ
と
が
す
ご

い
」
な
ど
感
想
を
み
ん
な
の
前
で
発
表
し
ま
し
た
。

色
づ
く
レ
ク
森
散
策
や

　

染
め
物
体
験
な
ど
も

　
　

木
育
フ
ェ
ス
タ
を
開
催

嫌
な
こ
と
を
さ
れ
た
ら

　

勇
気
を
出
し
て
相
談
す
る

　
　

館
小
で
人
権
教
室　

地
域
住
民
と
の
交
流

　

農
業
技
能
実
習
生
を
招
き

　
　

ピ
ザ
づ
く
り
交
流
会　

学
生
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
再
会

　

元
気
そ
う
な
姿
に

　
　

笑
み
が
こ
ぼ
れ
る

▲初めてとは思えない作業ぶりでした！

▲火の勢いが思ったより強く、近づけるのをためらう参加者▲慣れないオンラインに最初は照れ臭そうにしていました

▲「ごめんなさい」と謝る事の大切さも学びました
　

11
月
５
日

（木）
、
厚
沢
部
中
学
校
の
生
徒
が
『
地

域
貢
献
活
動
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
の
育
成
』
を

目
的
に
、
『
ク
リ
ー
ン
作
戦
』
を
放
課
後
に
実
施

し
ま
し
た
。
部
活
ご
と
に
担
当
地
区
を
決
め
、
生

徒
ら
は
ゴ
ミ
袋
を
持
ち
、
煙
草
の
吸
い
殻
や
空
き

缶
な
ど
を
収
集
。
中
に
は
袋
に
入
ら
な
い
よ
う
な

大
き
な
ご
み
を
見
つ
け
た
生
徒
も
見
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
今
回
は
町
支
え
あ
い
推
進
協
議
体
（
笹

谷
勝
博
会
長
）
の
会
員
ら
も
一
緒
に
参
加
し
、
世

代
を
超
え
て
協
力
し
合
い
、
町
の
美
化
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

　

11
月
13
日

（金）
、
厚
沢
部
中
学
校
の
１
年
生
26
名

は
、
町
内
の
13
事
業
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。
今
回

の
職
場
訪
問
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
様
々
な
情
報
を

収
集
し
、
地
域
の
特
徴
や
良
さ
に
気
づ
く
こ
と
や

仕
事
の
意
義
、
必
要
な
資
格
を
知
り
自
分
の
進
路

に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
訪
問

先
の
１
つ
、
『
北
海
道
新
幹
線
、
渡
島
ト
ン
ネ
ル

北
鶉
作
業
所
』
を
川
村
拳
生
君
と
成
澤
亮
太
朗
君

が
訪
問
し
、
普
段
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
ト
ン
ネ

ル
掘
削
現
場
の
見
学
を
行
い
、
生
徒
た
ち
に
と
っ

て
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

10
月
29
日

（木）
、
厚
沢
部
中
学
校
（
玉
置
英
樹
校

長
）
の
保
体
専
門
委
員
会
の
生
徒
た
ち
は
保
健
福

祉
課
の
保
健
師
を
講
師
に
招
き
、
「
感
染
症
予
防

の
た
め
の
学
習
会
」
を
行
い
ま
し
た
。
藤
岡
智
恵

保
健
師
と
渡
邉
留
綾
保
健
師
か
ら
感
染
症
予
防
の

基
本
的
な
こ
と
を
学
ん
だ
あ
と
、
普
段
行
っ
て
い

る
手
洗
い
で
ば
い
菌
が
ど
の
く
ら
い
死
滅
し
て
い

る
の
か
を
確
認
。
手
の
甲
や
手
首
に
菌
が
残
っ
て

い
る
生
徒
が
多
く
、
今
後
の
手
洗
い
で
意
識
し
て

洗
う
必
要
が
あ
る
手
の
部
分
を
確
認
す
る
こ
と
が

出
来
き
ま
し
た
。

ト
ド
マ
ツ
を
植
樹

　

急
斜
面
の
作
業
で
も

　
　

一
生
懸
命
取
り
組
む

正
し
い
知
識
を
身
に
付
け

　

コ
ロ
ナ
対
策
を
徹
底

　
　

感
染
症
予
防
学
習
会

ク
リ
ー
ン
作
戦

　

世
代
を
超
え
て
協
力
し

　
　

町
内
を
き
れ
い
に
す
る

▲北鶉作業所と鉄道運輸機構の皆様ありがとうございました。▲「大きなごみがあるぞ」と声をかける場面も

▲きれいに洗っているつもりでも意外と洗い残しが…。

職
場
訪
問
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

見
聞
き
し
た
こ
と
を

　
　

自
分
の
進
路
に
生
か
す

　

10
月
29
日

（木）
、
厚
沢
部
中
学
校
の
３
年
生
は
木

間
内
の
国
有
林
で
植
樹
を
し
ま
し
た
。
森
林
官
を

目
指
し
て
い
る
生
徒
が
い
る
こ
と
を
受
け
、
檜
山

森
林
管
理
署
の
協
力
も
あ
り
今
回
の
植
樹
と
な
り

ま
し
た
。
国
有
林
が
あ
る
場
所
は
鶉
ダ
ム
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
か
ら
か
な
り
山
奥
に
入
り
、
と
て
も

急
斜
面
な
所
で
の
植
樹
と
な
り
ま
し
た
が
、
生
徒

た
ち
は
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
一
生
懸
命
ト
ド
マ
ツ

を
植
え
ま
し
た
。
今
回
植
え
た
ト
ド
マ
ツ
が
大
き

く
な
る
の
は
60
年
後
。
ト
ド
マ
ツ
と
共
に
大
き
く

成
長
し
て
い
く
生
徒
た
ち
が
楽
し
み
で
す
。

▲ 60年後、大きく育ったトドマツを見ましょう
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現
在
、
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は

ふ
れ
あ
い
農
園
向
か
い
の
圃
場
で

緑
肥
を
展
示
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

写
真
の
手
前
か
ら
、
慣
行
区
・

ヘ
イ
オ
ー
ツ(

え
ん
麦)

・
越
冬

ラ
イ
麦
・
ヘ
ア
リ
ー
ベ
ッ
チ
・
越

冬
ヘ
ア
リ
ー
ベ
ッ
チ
で
す
。
こ
の

写
真
は
11
月
初
旬
の
様
子
で
、
分

か
り
に
く
い
の
で
す
が
奥
の
ヘ
ア

リ
ー
ベ
ッ
チ
が
少
し
し
か
生
え

ず
、
秋
の
雨
の
回
数
も
多
く
、
中
々

畑
に
入
れ
ず
播
種
日
が
遅
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
が
原
因
だ
と
思
わ

れ
ま
す
。
し
か
し
、
手
前
の
え
ん

麦
区
、
ラ
イ
麦
区
は
青
々
と
育
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
緑
肥
展
示
区
で

は
来
年
度
カ
ボ
チ
ャ
の
試
験
を
行

う
予
定
で
す
。

　

そ
も
そ
も
、
緑
肥
作
物
を
利
用

す
る
目
的
は
な
ぜ
か
。
目
的
は

様
々
で
す
が
、
次
期
野
菜
用
の
肥

料
の
節
減
や
全
て
を
緑
肥
で
供
給

し
た
い
、
地
力
維
持
に
大
量
の
有

機
物
を
土
壌
に
還
元
し
た
い
、
有

害
セ
ン
チ
ュ
ウ
や
土
壌
病
害
を
軽

減
し
た
い
、
畝
間
（
う
ね
ま
）
の

雑
草
を
抑
制
し
た
い
な
ど
の
効
果

を
得
る
為
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

　

作
物
収
穫
後
に
、
え
ん
麦
な
ど

を
播
く
方
も
多
く
い
ま
す
が
、
雪

が
積
も
る
ま
で
の
期
間
は
短
い
で

す
。
越
冬
性
緑
肥
を
使
用
す
る
事

で
、
雪
解
け
後
の
土
起
し
を
す
る

ま
で
の
期
間
も
生
育
す
る
事
が
で

き
る
の
で
、
よ
り
高
い
効
果
を
得

る
事
が
で
き
ま
す
。
道
路
沿
い
か

ら
確
認
す
る
事
が
で
き
る
の
で
積

雪
前
後
の
差
を
ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ

て
み
て
下
さ
い
。

　

【
農
業
振
興
係　

堂
下　

貴
宏
】

越
冬
緑
肥
を
栽
培
中
で
す
。

活
性
化
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

だ
よ
り

▲緑肥の生育の様子

お
困
り
の
方
は

ご
相
談
く
だ
さ
い

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
「
郷
土
資

料
館
の
資
料
か
ら
何
が
分
か
る
の

か
」
を
テ
ー
マ
に
厚
沢
部
町
の
文

化
財
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

先
月
号
で
は
、
縄
文
土
器
を
使

っ
た
加
熱
調
理
に
よ
っ
て
、
食
べ

ら
れ
る
植
物
が
増
え
、
縄
文
人
の

食
生
活
が
豊
か
に
な
っ
た
こ
と
を

紹
介
し
ま
し
た
。

　

北
海
道
に
は
縄
文
時
代
以
前
に

も
人
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の

時
代
は
後
期
旧
石
器
時
代
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
代
の
地
球

は
今
よ
り
も
寒
冷
な
気
候
で
、
植

物
の
種
類
も
限
ら
れ
て
い
た
の

で
、
当
時
の
人
々
は
動
物
を
狩
猟

す
る
こ
と
で
食
料
を
得
る
必
要
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
動
物

を
追
っ
て
生
活
の
場
を
転
々
と
す

る
移
住
型
の
生
活
を
送
っ
て
い
ま

し
た
。

　

縄
文
時
代
に
な
る
と
、
地
球
が

温
暖
化
し
始
め
ま
し
た
。
植
物
が

繁
殖
し
、
植
物
を
調
理
す
る
た
め

の
縄
文
土
器
が
発
明
さ
れ
た
こ
と

で
、
縄
文
人
の
利
用
で
き
る
食
料

が
大
き
く
増
え
ま
し
た
。
そ
し

て
、
動
物
以
外
の
食
料
を
得
た
こ

と
で
、
集
落
を
作
っ
て
暮
ら
す
定

住
型
の
生
活
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
人
々
の
生
活
方

法
を
も
変
え
た
縄
文
土
器
で
す

が
、
調
理
道
具
と
は
全
く
別
の
使

い
方
も
あ
り
ま
し
た
。
時
折
、
さ

か
さ
ま
に
立
て
ら
れ
た
土
器
が
見

つ
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

土
器
の
下
を
調
べ
る
と
、
縄
文
人

の
お
墓
が
出
て
き
ま
す
。
普
段
の

生
活
以
外
で
も
縄
文
土
器
に
は
大

切
な
役
割
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

【
教
育
委
員
会

　
　

 

社
会
教
育
係　

富
塚　

龍
】

文
化
財
か
ら
か
ら
読
みみ
解
くく

土
器
か
ら
分
か
る
こ
と
②

▲郷土資料館展示土器

　

江
差
人
権
擁
護
委
員
と
函
館
地

方
法
務
局
江
差
支
局
で
は
、
人
権

週
間
行
事
の
一
環
と
し
て
、
「
特

設
人
権
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。

　

児
童
・
生
徒
の
い
じ
め
、
体

罰
、
家
庭
内
の
い
ざ
こ
ざ
、
借
地

借
家
、
不
動
産
、
登
記
、
相
隣
関

係
な
ど
身
近
な
法
律
相
談
や
人
権

問
題
等
、
心
配
ご
と
、
悩
み
ご
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご

相
談
下
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。

【
特
設
人
権
相
談
所
】

◆
日
程　

12
月
７
日

（月）

◆
時
間　

13
時
～
15
時

◆
場
所　

役
場
（
第
２
会
議
室
）

◆
厚
沢
部
町
の
人
権
擁
護
委
員

　

太
田
滋
子
さ
ん

　

岩
田
冨
貴
子
さ
ん

　

谷
口
匡
佐
子
さ
ん

　

な
お
、
函
館
地
方
法
務
局
江
差

支
局
（
☎
５
２-

１
０
４
８
）
で

は
、
い
つ
で
も
人
権
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
下
さ
い
。

　

私
事
に
な
り
ま
す
が
、
法
テ
ラ

ス
江
差
法
律
事
務
所
に
赴
任
し
、

２
年
の
任
期
が
過
ぎ
る
こ
と
に
伴

い
、
令
和
３
年
１
月
末
を
も
っ
て

異
動
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
２
年
間
を
振
り
返
る
と
、

弁
護
士
と
し
て
様
々
な
仕
事
に
関

わ
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
は
何
ら
か
の
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ

た
と
き
、
必
ず
し
も
法
律
に
よ
っ

て
解
決
が
可
能
だ
と
は
思
っ
て
い

ま
せ
ん
。
法
的
に
解
決
で
き
た
と

し
て
も
、
そ
の
問
題
に
関
す
る
全

て
の
問
題
を
解
決
で
き
る
訳
で
も

な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、

法
律
は
紛
争
解
決
の
た
め
の
有
効

な
道
具
の
１
つ
で
あ
り
、
私
自
身

は
弁
護
士
と
し
て
紛
争
の
根
本
的

な
解
決
に
つ
な
が
る
よ
う
な
仕
事

を
し
た
い
と
考
え
て
き
ま
し
た
。

　

至
ら
な
い
こ
と
も
多
々
あ
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
具
体
的
な

事
件
や
関
係
機
関
の
皆
様
と
の
連

携
等
を
通
じ
て
少
し
で
も
町
民
の

皆
様
の
お
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き

て
い
れ
ば
嬉
し
い
限
り
で
す
。
多

く
の
皆
様
に
お
世
話
に
な
っ
た
こ

と
を
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
都
市
部
育
ち
の
私
に
と

っ
て
、
日
常
的
に
目
に
す
る
景
色

が
絶
景
で
あ
る
こ
と
や
新
鮮
な
食

材
を
す
ぐ
に
味
わ
う
こ
と
が
で
き

る
住
環
境
に
感
動
す
る
毎
日
で
し

た
。
ま
た
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も

多
く
の
経
験
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
お
世
話
に
な
っ
た
皆
様

に
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
私
の
後

任
に
は
、
令
和
３
年
１
月
１
日
付

け
で
大
阪
か
ら
南
七
重
（
み
な
み

な
な
え
）
弁
護
士
が
赴
任
予
定
で

す
。
弊
所
は
弁
護
士
の
構
成
が
変

わ
る
事
務
所
で
は
あ
り
ま
す
が
、

お
気
軽
に
ご
相
談
い
た
だ
け
る
事

務
所
で
あ
り
続
け
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

★
ご
相
談
の
ご
予
約
は

０
５
０
‐
３
３
８
３
‐
５
５
６
３
へ

【
法
テ
ラ
ス
江
差

　
　

 

弁
護
士　

柿
谷　

佐
保
子
】

法
テ
ラ
ス
通
信
通
信

～
退
任
の
ご
挨
拶
～

vol.107

続
・
協
力
隊
新
聞

笑
顔
で
あ
っ
さ
ぶ
V

vol.17
い

　

今
回
は
受
講
し
た
研
修
に
つ
い

て
お
話
し
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
細
心

の
注
意
を
払
い
、
実
施
さ
れ
て
い

る
各
研
修
で
す
が
、
受
講
終
了
し

て
い
る
も
の
と
現
在
進
行
中
の
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　

１
つ
目
は
食
品
衛
生
責
任
者
研

修
で
す
。
商
品
づ
く
り
や
飲
食

店
、
食
品
加
工
、
製
造
業
な
ど
を

始
め
る
場
合
、
食
品
衛
生
責
任
者

の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
１
日
の
座
学
研
修
と
な
り
、

無
事
10
月
に
資
格
取
得
と
な
り
ま

し
た
。

　

２
つ
目
は
野
菜
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
で
す
。
養
成
講
座
を
テ
キ
ス

ト
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
で
学
び
、
４
回

の
課
題
を
提
出
し
資
格
取
得
と
な

り
ま
す
。
現
在
は
４
回
目
の
課
題

提
出
中
で
合
格
点
が
も
ら
え
れ
ば

資
格
取
得
と
な
り
ま
す
。
野
菜
の

み
な
ら
ず
、
山
菜
や
キ
ノ
コ
、
ハ
ー

ブ
、
農
薬
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
な
ど
、

多
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
や
町
民
が

厚
沢
部
で
育
て
ら
れ
て
い
る
野
菜

に
誇
り
を
持
ち
、
特
徴
や
旬
、
食

べ
方
を
伝
え
ら
れ
る
取
組
が
出
来

る
様
に
資
格
取
得
し
ま
し
た
。

　

３
つ
目
は
北
海
道
食
の
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
育
成
研
修
（
地
域
フ
ー

ド
塾
）
で
す
。
全
道
か
ら
集
ま
る

「
食
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
、
北
海

道
の
食
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
で
す
。

こ
ち
ら
は
、
４
回
の
研
修
と
報
告

会
で
、
現
在
は
３
回
目
の
研
修
を

終
了
し
、
課
題
で
あ
る
「
地
域
絶

品
」
と
し
て
、
今
回
の
「
あ
っ
さ

ぶ
メ
ー
ク
イ
ン
・
レ
シ
ピ
・
コ
ン

テ
ス
ト
」
で
最
優
秀
賞
作
品
と

な
っ
た
野
菜
の
ス
イ
ー
ツ
を
企
画

し
練
り
上
げ
て
い
る
所
で
す
。

　

思
わ
ぬ
抜
擢
で
大
変
恐
縮
で
す

が
、
名
前
に
恥
じ
ぬ
よ
う
し
っ
か

り
厚
沢
部
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
も

の
に
仕
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

全
道
に
は
フ
ー
ド
塾
の
卒
塾
生

が
１
７
３
名
い
て
、
厚
沢
部
町

に
も
渋
田
産
業
の
渋
田
さ
ん
や

ジ
ェ
ッ
ト
フ
ァ
ー
ム
の
長
谷
川
さ

ん
、
板
坂
農
園
の
板
坂
さ
ん
が
卒

塾
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
８
期
の

受
講
生
を
含
め
る
と
２
０
０
名
を

超
す
大
き
な
組
織
で
す
。
一
気
に

人
脈
が
広
が
り
あ
ら
ゆ
る
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
も
広
が
る
こ
と
で

し
ょ
う
！
引
き
続
き
、
コ
ロ
ナ
感

染
対
策
を
し
っ
か
り
し
、
卒
塾
で

き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
！

　

ワ
ク
ワ
ク
夢
の
広
が
る
中
村
で

し
た
。
次
回
は
、
農
作
業
が
段
落

し
た
山
本
隊
員
の
報
告
を
お
待
ち

く
だ
さ
い
。

【
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
　
　
　
　
　
　

 

中
村　

和
恵
】

▶
フ
ー
ド
塾
で
の
受
講
の
様
子
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アルコール消毒の基本
 ①消毒液を掛ける際は、指先を上に向け、指先中心につける。

 ②消毒液をしっかり底まで押

　 し切り、手に十分浸透させ

　 る。良く手になじませ、足

　 りなくなったら追加する。

 ③アルコールが乾くまで擦り

　 込む

　このページに関するお問い合わせは
　　　☆連絡先☆
　　　町保健福祉センター内　健康増進係　℡６４-３３１９

ごめんください
保健師です

366

藤 岡 智 恵

　新型コロナウイルス感染症について、みなさんも日頃から予防対策をし

ていると思いますが、基本の対策について今一度確認していきましょう！

新型コロナウイルス感染症予防
～３つの基本対策～

①徹底した手洗い＆手指消毒
　　　　　　　（広報７月号に掲載）
 ・石けんをよく泡立てる

 ・最低でも 15 秒かけて洗う

 ・アルコール消毒も正しいやり方で（右参照）

②マスクの着用
　●話しているときに飛沫はどれくらい飛ぶのか。

　　▶会話では１ｍ、大声では２ｍ、咳やくしゃみでは３～５ｍ飛沫が飛びます。

　　　会話の際はしっかりマスクをつけて、鼻からアゴまでしっかりガードしま

　　　しょう。（図１）

　　　食事の際はマスクを外しているので、会話は「できるだけ控えること」が

　　　大切です。

（図１）

　●マスクに表裏はあるのか。

　　▶一般的にプリーツ型のマスクはプリーツが上から下に向かって階段状に見えるのが表側です。また、マ

　　　スクのひもが取り付けてある方が表です。ひもが外側にある方が顔とマスクの隙間を少なくする効果が

　　　あります。

③三密を避ける
　●以下のような三密の場所はクラスター（集団感染）を作る原因ともなります。

三　　密 対　　策

密閉空間 換気がしづらい空間 １時間に２回以上の換気

密集場所 人がたくさん集まる場所
身体的距離をとる（理想は２ｍ）

買い物などは短時間ですませる

密接場面
手を伸ばしたら届く距離での

会話や大きな声を出す行為

マスクを着用し、距離をとって会話

する

※基本的な予防をしっかりと行い≪感染しない・させない≫を徹底しましょう！

　しっかり対策をした上でも残念ながら罹ってしまうことがあります。

　発熱、倦怠感、咳、味覚嗅覚の異常などの症状がある場合は、かかりつけ医や最寄りの医療機関、または下

　記の窓口にまずは電話で相談しましょう。

　★感染が疑われるときの一般相談窓口

相談窓口 電話番号 開設時間

北海道新型コロナウイルス

感染症健康相談センター
０８００-２２２-００１８ 24時間対応

江差保健所 ０１３９-５２-１０５３ 平日8時45分～17時30分

ソーシャルディスタンス

　

今
月
は
あ
た
た
か
い
気
持
ち
を
育
て
る
遊
び
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

★しあわせの積み木★

★１０ポイントすきすきレース★

子育てについての悩み事・困りごとなどありましたら、いつでもご相談ください。

　★連絡先★

　　①町保健福祉センター内　保健福祉課健康増進係（保健師・栄養士）ＴＥＬ　６４-３３１９

　　②認定こども園はぜる内　保健福祉課子育て支援係（保健師・保育教諭）ＴＥＬ　５６-７３１０

【準備するもの】
積み木など積み重ねられるもの

【遊び方】
　積み木を配ります。高学年になるほど多めに配りましょう。順番

を決め、１番から自分が幸せだと感じることを発表し、積み木を重

ねます。どんどん幸せだと感じることを発表し、しあわせの積み木

をどんどん高くしていきましょう。

【準備するもの】
紙とシールやおはじき

【遊び方】
　紙に人数分のレーンを引き、１０マス

に区切ります。

　順番を決め自分の好きなところを次々

発表し、発表したらシールやおはじきで

レーンを埋めていきます。

子
育
て
を
も
っ
と
楽
し
く

も
っ
と
豊
か
に

子
ど
も
と
遊
ぼ
う
！

vol.32

（
引
用
：
『
子
ど
も
の
感
情
表
現
を
育
て
る
遊
び
60
』
野
村
恵
里　

著
）

　自分の好きなところはなかな
か発表する機会はないですね。
　大人も一緒に自分の好きなと
ころをたくさん見つけましょ
う！自分の好きなところを見つ
けられる人は、相手のいいとこ
ろも見つけられるようになりま
す。

　ゲームを始める前に大人が幸せだと思うことを、子どもたちに話してあげるといいでしょう。「朝ご

はんがおいしかった」「花がきれいに咲いていた」など具体的に伝えると子どもはイメージしやすいで

すね！

　自分の身の回りにはたくさんの幸せがあふれていることを感じましょう。幸せで満たされている心

は穏やかな心の状態につながります！
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図書館
新　書
情　報

町内の
文化遺
産紹介

おすすめ新着図書
　12 月、クリスマスシーズンがやって
きました。
　クリスマスを楽しむための本や、今
話題のエコバッグの手作りできる本を
ご紹介します。

「ホワイト・ジャズ・クリスマス / ピアノ曲集」

〔相良 光紀　監修〕

　おしゃれなクリスマスソング

ジャズアレンジの、中級者レベ

ルのピアノソロ曲集。

　譜面だけではなく曲の解説や

クリスマスに関するストーリー

などの情報も掲載しています。

クリスマスシーズンにぴったり

です。

●図書館では、お探しの資料が貸出中の場合、予約を承っています。また

　リクエストや道立図書館からの貸出も受付中。お気軽にご利用ください。

●問合せ先　厚沢部町図書館　☎６４-３４３６

厚沢部高等学校跡
（場所：パークゴルフ場敷地内）

　厚沢部高等学校は、昭和 23 年（1948）12 月に道
立江差高校俄虫分校の夜間農業科として開校しまし
た。最初は厚沢部小学校に併設された建物で授業が
行われていました。昭和 26 年（1951）には新築さ
れた中学校へ移転しました。
　昭和 27 年に江差高校から独立して俄虫高等学校
となりました。その後、昭和 57 年（1982）４月に
檜山南部地域の高校再編によって、江差高等学校へ
統合移管されました。卒業生総数は 1069 名でした。

【広報あっさぶは町ホームページでカラー配信しています】

食生活
改　善
協議会

【材料】（４食分）
木綿豆腐　　　   350g
にんじん　　　 　　75g
ピーマン　　　　　 50g
ねぎ　　　　　　　 50g
豚ひき肉 　　　　 200g
ごま油　　　　大さじ 1
●砂糖   　　小さじ 1
●味噌　　　　小さじ 2
●トマトケチャップ
　　　　　　　大さじ 2　　　　　　　　　　　
◎片栗粉　 　 小さじ 2　　　　　　　 
◎水　   　　 大さじ 2

エネルギー  230kcal

塩分　   　　0.4 ｇ

今月の簡単レシピ

豆腐野菜の
マーボーあんかけ

【作り方】
①豆腐はキッチンペーパーで水切りし

　ておく。

②にんじん、ピーマンは千切り、ねぎ

　はみじん切りにします。

③フライパンにごま油を熱し、ひき肉、

　野菜を加えて炒めます。

④水２５０ｍｌを注いで煮立て、全体

　に火が通ったら●調味液を加えて、

　◎水溶き片栗粉でとろみを付けます。

⑤①豆腐はさいの目切りにし、レンジ

　で４０秒～１分ほど温めます。

⑥④のあんかけを上にかけて完成です。

食改さんから
のコメント

　あんかけ料理は冷めにくく保温効果があります。

寒い季節にはピッタリのメニューです。

　豆腐は植物性の良質なたんぱく質が豊富で野菜

と一緒に摂ることで栄養バランスも上がります！

「お気に入りのものでできる手作りエコバッグ」

〔寺西 恵里子　著〕

　今、需要が上がってきている

エコバッグ。

　ナイロン地で小さくたためる

もの、トート型、毛糸で編んだ

り、いらない T シャツなどで作

れるものなどアイデア満載。用

途に合わせて、サイズや素材な

ど、自分好みに自由に手作りで

きます。

12
＆

行
事

1
知
お

ら
せ

＆

　

急
遽
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
予
め
確
認
願
い
ま
す
。

12
月
の
休
日
当
番
医

12 月の外来診療情報

北海道立江差病院
〔℡５２- ００３６〕

厚沢部町国保病院
〔℡６４- ３０３６〕

診 療 科 診 療 日

内 科

外 科

月〜金曜日

 （祝祭日は休診）

眼 科

  38 日（火）・39 日（水）
 22 日（火）・23 日（水）
※水曜日は午後休診

受 付
時 間

午前…  8時30分〜11時30分
午後… 13時30分〜15時00分

※診療日は予定であり、医師の出張などで変更する

　場合もあります。事前に病院へご確認ください。

※眼科診療は事前に予約していない方も診療日当日

　の予約に余裕があれば、受診が可能な場合もあり

　ますので、お問い合わせください。

　　 午前… 8時00分〜11時30分（初診は9時00分〜）

　　 午後…13時00分〜14時30分

※予約受付時間（定期患者のみ）13時00分〜16時00分

※診療日は予定であり、変更になる場合もあります。

受付
時間

診 療 科 診 療 日

循環器内科
午前　月～金曜日
午後　月・金曜日

総 合 心 療
内　　 科

午前　月・火・水・金曜日（午前11時迄の受付)

午後　金曜日
※金曜日は消化器内科の診察は行いません。

※ 毎週水曜日の午後と木曜日の午前は完全予約

制の検査実施日

消化器内科

(札医大派遣医)

（初診及び再診）　7.21日（午後）
〈再診のみ（再診受付完全予約制）〉
午前10時迄受付　8.22日
午前11時迄受付　14.28日

呼吸器内科
午前　金曜日　
午後　木曜日

神 経 内 科 午前　4.18日

総 合 診 療
（外　　科）

午前　火～木曜日

外 科 午前　11.25日（午前11時迄の受付）

小 児 科
午前  月～金曜日　
午後  火と木曜日

泌 尿 器 科
午前　月～金曜日　
午後　木曜日

産 婦 人 科
午前　月と火曜日（28日は休診）
午後　月曜日

耳鼻咽喉科
午前　1.2.10.15.16.24日
　　　　　　　（午前11時迄の受付）
午後　9.23日

眼 科
午前　3.17日（予約以外の初診受付11時迄)

午後　2.16.23日

皮 膚 科 午前　火曜日

※整形外科・精神科については月〜金曜日の
　午前診療となります。

「薬局からお知らせ」

　ワクチンの接種間隔が変わりました。
　１０月から、異なる種類のワクチンの接種間隔が
改正されました。これまで複数のワクチンを別の日
に接種する場合、間隔をあける必要がありましたが、
注射生ワクチン同士以外は制限がなくなりました。
　注射生ワクチン同士は、これまでどおり２７日以
上あける必要があります。

（
受
付
時
間

：

９
時
〜
17
時
）

当 番 医 病 院 名 電話番号

12月6日（日） 佐々木病院 52−1070

　　13日（日） 上ノ国診療所 62−2331

　　20日（日） 道立江差病院 52−0036

　　27日（日） 上ノ国診療所 62−2331

　　31日（木） 勤医協江差診療所 52−1366

注射生
ワクチン

麻疹・風疹
BCG（結核）

水痘（水ぼうそう）
おたふくかぜ
（ムンプス）

注射生
ワクチン

注射生
ワクチン

以外

２７日以上

→

制限なし

→

　具体的な接種についてのご相談がありましたら、
病院までお問い合わせ下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　道立江差病院薬局
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年
末
年
始
の

各
施
設
休
業
日
に
つ
い
て

■
役
場

■
体
育
館
・
図
書
館
・
郷
土
資
料
館

★
12
月
31
日

（木）
～
１
月
５
日

（火）

■
国
保
病
院

★
12
月
31
日

（木）
～
１
月
５
日

（火）

※
３
日

（日）
は
休
日
当
番
医
で
す
。

■
道
の
駅
あ
っ
さ
ぶ

★
12
月
30
日

（水）
～
1
月
５
日

（火）

■
上
里
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

■
館
地
区
憩
い
の
家 

★
12
月
31
日

（木） 

17
時
ま
で
営
業

★
１
月
１
日

（祝）
～
３
日

（日）
は
休
業

★
１
月
４
日

（月）
～
通
常
営
業

※
上
里
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

　

は
月
曜
定
休
日

■
う
ず
ら
温
泉

★
12
月
29
日

（火）

　

通
常
営
業

★
12
月
30
日

（水）

　

ラ
ン
チ
の
み
営
業

★
12
月
31
日

（木）
～
１
月
４
日

（月）

　

全
館
休
業

★
１
月
５
日

（火）
～
通
常
営
業

　

函
館
弁
護
士
会
は
、
北
海
道
弁

護
士
会
連
合
会
と
協
力
し
、
身
近

に
弁
護
士
が
い
な
い
地
区
の
皆
様

が
弁
護
士
に
相
談
で
き
る
機
会
と

し
て
「
す
ず
ら
ん
無
料
法
律
相
談
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

金
銭
や
不
動
産
、
消
費
者
問
題

な
ど
、
法
律
に
ま
つ
わ
る
ご
相
談

を
担
当
弁
護
士
が
無
料
で
お
受
け

し
ま
す
。
相
談
内
容
に
関
す
る
一

切
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

日
頃
の
生
活
の
中
で
お
困
り
に
な

っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

ご
相
談
下
さ
い
。

　

な
お
、
相
談
は
予
約
制
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
相
談
を
希
望

さ
れ
る
方
は
事
前
に
予
約
を
し
て

下
さ
い
。

◆
日
程　

12
月
18
日

（金）

◆
時
間　

13
時
～
16
時

◆
場
所　

役
場
（
第
２
会
議
室
）

◆
予
約
・
問
合
せ
先　

　

総
務
政
策
課
住
民
運
動
係

 
 

　
　
　
　

☎
６
４
‐
３
３
１
１

『
す
ず
ら
ん
無
料
法
律
相
談
』

を
実
施
し
ま
す
！

－ 12 月＆ 1月の行事＆お知らせ－

令
和
３
年
厚
沢
部
町
新
年
交
礼

会
の
中
止
に
つ
い
て

　

例
年
開
催
し
て
い
ま
す
新
年
交

礼
会
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点

か
ら
中
止
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
。

　

町
民
の
皆
様
に
置
か
れ
ま
し
て

は
引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
予
防
対
策
の
徹
底
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

★
問
合
せ
先

　

総
務
政
策
課
総
務
係

　
　
　
　
　

☎
６
４-

３
３
１
１

〇
会
計
年
度
任
用
職
員
（
看
護
師
等
）

★
職
種　

看
護
師
又
は
准
看
護
師

★
募
集
人
数　

１
名

★
資
格　

●
厚
沢
部
町
内
に
在
住
の
方
又
は

　

通
勤
可
能
な
方

●
看
護
師
又
は
准
看
護
師
免
許
を

　

取
得
し
て
い
る
方

★
受
付
期
間

　

12
月
９
日

（水）
ま
で
（
必
着
）

★
問
合
せ
先

　

国
民
健
康
保
険
病
院　

総
務
係

　
　
　
　
　

☎
６
４
‐
３
０
３
６

令
和
２
年
度
消
防
設
備
士
講
習

に
つ
い
て

　

消
防
法
の
第
17
条
10
の
規
定
に

よ
り
、
工
事
整
備
対
象
設
備
等
の

工
事
ま
た
は
整
備
に
関
す
る
講
習

を
次
の
通
り
実
施
し
ま
す
。

★
受
講
対
象
者

①
消
防
設
備
士
免
状
の
交
付
を
受

　

け
た
日
以
降
に
お
け
る
最
初
の

　

４
月
１
日
か
ら
２
年
以
内
の
方

②
前
回
受
講
し
た
日
以
降
に
お
け

　

る
最
初
の
４
月
１
日
か
ら
５
年

　

以
内
の
方

★
講
習
区
分

　

特
殊
消
防
用
設
備
等
、
消
火
設

　

備
、
警
報
設
備
、
避
難
設
備
・

　

消
火
器

★
受
付
期
間

　

11
月
18
日

（水）
～
12
月
10
日

（木）

★
試
験
日

◎
札
幌
市

　

令
和
３
年
１
月
８
、
12
～
15
日
、

　

３
月
９
～
12
、
16
～
18
日

◎
函
館
市

　

令
和
３
年
３
月
２
～
４
日

　

の
い
ず
れ
か
。
（
日
程
に
よ
っ

　

て
講
習
区
分
は
違
い
ま
す
）

★
問
合
せ
先　

　

厚
沢
部
消
防
署

　
　
　
　

（
☎
６
４
‐
３
０
６
４
）

看
護
師
の
募
集
に
つ
い
て

自
衛
官
等
採
用
試
験
に
つ
い

て

　

自
衛
隊
で
は
、
自
衛
官
等
採
用

試
験
（
令
和
３
年
４
月
採
用
）
の

受
験
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
問
合
せ
先　

①
自
衛
隊
江
差
地
域
事
務
所

　
　
　
　
　

☎
５
２
‐
２
４
７
５

②
役
場
総
務
政
策
課
総
務
係

　
　
　
　
　

☎
６
４
‐
３
３
１
１

募集種目 資格 受付期間 試験期日

自衛官候補生

（陸・海・空）

18～32歳

の男女
年間を通じて行っております。

第３回

一般候補生

（陸）

18～32歳

の男子

1/8（金）

まで

１次：1/16（土）

２次：2/10（水）～2/16（火）

（指定する１日）

高等工科学校生徒
15～16歳

の男子

1/6（水）

まで

１次：1/23（土）～1/24（日）

２次：2/4（木）～2/7（日）

（それぞれ指定する１日）

令和２年 10 月末現在

世帯 男 女 人口 前月からの
人口増減

下地区 1,127 1,029 1,149 2,178（－3）

鶉地区 317 303 329 632（－7）

館地区 431 417 460 877（－6）

全 町 1,879 1,757 1,946 3,687（－16）

※外国人住民を含む

町の人口

（11 月20日届出分まで）

今月の寄附件数 136件

今月の寄附金額 1,501千円
令和２年度

寄附件数累計 1,158件
令和２年度

寄附金額合計 17,697千円

前年度寄附金額 16,566千円

厚沢部町ふるさと納税寄附状況

（11 月 20 日届出分まで）

連続２１６ 日７

令和２年 11 月 24 日現在

厚沢部町交通死亡事故死
ゼロ記録簿

戸籍の窓 善
意
感
謝
致
し
ま
す

◎
社
会
福
祉
協
議
会
へ

☆
御
香
料
の
お
礼
に
代
え
て

　

鶉
・
中
島
貞
子
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　
　

５
０
，
０
０
０
円

　

赤
沼
町
・
竹
野
フ
キ
子
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　
　

５
０
，
０
０
０
円

●
美
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
へ
寄
贈

　

函
館
市
・
金
澤
か
を
る
さ
ん

　
　
　
　

佐
々
木
尚
子
さ
ん
か
ら

　

ガ
ス
釜
、
電
子
レ
ン
ジ

　
　
　
　

３
６
，
０
０
０
円
相
当

●
館
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
へ
寄
贈

　

館
町
・
一
戸
美
代
子
さ
ん
か
ら

　

ル
ー
プ
パ
イ
プ
チ
ェ
ア
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
個

　
　
　
　
　
　

５
０
，
０
０
０
円

　

◎
江
差
町
文
化
会
館

☆
12
月
８
日

（火）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　

13
時
～
13
時
30
分

◆
一
般
運
転
者
講
習

　

14
時
～
15
時

◆
初
回
更
新
者
講
習

　

15
時
45
分
～
17
時
45
分

☆
12
月
24
日

（木）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　

13
時
～
13
時
30
分

◆
違
反
運
転
者
講
習

　

14
時
15
分
～
16
時
15
分

◎
上
ノ
国
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

☆
12
月
16
日

（水）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　

13
時
～
13
時
30
分

運
転
免
許
更
新
時
講
習

おくやみもうしあげます

赤沼町　赤濱　元子さん（65 歳）10/21

館　町　一戸　一夫さん（79 歳）10/24

　鶉　　中島ハツミさん（94 歳）10/30

上　里　能登谷リヨさん（89 歳）11/04

館　町　木村欣二良さん（83 歳）11/04

赤沼町　竹野　一義さん（82 歳）11/19

おたんじょうおめでとう！

赤沼町　宍　戸　律
りつと

斗　くん　10/28         

（暢宏さん＆悦子さん）

－ 12 月＆ 1月の行事＆お知らせ－

★★★南部桧山清掃センターからのお知らせ★★★
12 月５日（土）は休日のため当施設へのごみの搬入はできません。
ごみ収集カレンダーにも掲載してありますので、ご確認ください。

【問合せ先：南部桧山清掃センター（☎ 53-6301）】

さ
く
ら
ま
す
船
釣
り
ラ
イ
セ
ン

ス
制
の
実
施
に
つ
い
て

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
に

つ
い
て

　

今
年
最
後
の
移
動
献
血
車
が
町

内
を
巡
回
い
た
し
ま
す
。
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
日
程　

12
月
11
日

（金）

★
場
所

・
鶉
地
区
研
修
セ
ン
タ
ー
前

　

９
時
30
分
か
ら
10
時

・
あ
っ
さ
ぶ
荘
前

　

10
時
30
分
か
ら
11
時

・
檜
山
森
林
管
理
署
前

　

11
時
15
分
か
ら
11
時
45
分

・
厚
沢
部
町
役
場
前

　

13
時
10
分
か
ら
15
時
30
分

・
新
は
こ
だ
て
農
協
館
支
店
前

　

16
時
か
ら
16
時
30
分

◆
お
問
い
合
わ
せ
は

　

保
健
福
祉
課
健
康
増
進
係

　
　
　
　
　

☎
６
４
‐
３
３
１
９

献
血
の
お
知
ら
せ

　

左
記
の
間
、
檜
山
管
内
海
域
で

さ
く
ら
ま
す
船
釣
り
を
行
う
方
は

『
さ
く
ら
ま
す
船
釣
り
ラ
イ
セ
ン

ス
』
を
必
ず
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
期
間　

３
月
10
日
～
５
月
21
日

◆
場
所　

檜
山
振
興
局
管
内
海
域

（
八
雲
町
熊
石
地
区
海
域
を
含
む
）

◆
問
合
せ　

　

檜
山
海
区
漁
業
調
整
委
員
会　

   

　
　
　
　
　

☎
５
２
‐
６
５
５
６

　

檜
山
管
内
さ
く
ら
ま
す
船
釣
り　

　

ラ
イ
セ
ン
ス
実
施
協
議
会 

 

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

☎
５
２
‐
３
３
０
０

本　町　小　坂　 律
りつ

　くん　11/07         

（聡さん＆ゆいさん）

赤沼町　増　田　好
このか

花 ちゃん 11/12   

（聡さん＆美穂子さん）

緑　町　佐　藤　美
みふゆ

冬 ちゃん 11/13         

（良太さん＆裕子さん）
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時
と

間
き

刻 む
を

あとがき

▼
４
頁
の
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
シ

ア
タ
ー
に
つ
い
て
、
約
30
年

ぶ
り
の
開
催
と
い
う
こ
と
で

懐
か
し
い
思
い
出
と
と
も
に

参
加
し
た
方
も
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
な
か
な

か
体
験
す
る
こ
と
の
で
き
な

い
こ
と
で
子
ど
も
た
ち
の
記

憶
に
残
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
・
開
催
し
て
く
だ
さ
っ
た

実
行
委
員
会
の
皆
様
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
、

子
ど
も
た
ち
が
将
来
、
「
こ
ん

な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
っ
た
よ
ね
」

と
思
い
出
し
、
引
き
継
が
れ

て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
筆
者
も
普
段

は
な
か
な
か
で
き
な
い
愛
犬

と
共
に
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
と
て
も
印
象
に
残
る
イ
ベ

ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
▼
６

ペ
ー
ジ
の
ピ
ザ
づ
く
り
交
流

会
。
実
習
生
の
ピ
ザ
づ
く
り

を
楽
し
そ
う
に
行
っ
て
い
る

姿
や
町
内
会
の
方
と
交
流
を

図
っ
て
い
る
姿
が
印
象
的
で

し
た
。
厚
沢
部
町
に
来
た
の

も
何
か
の
縁
だ
と
思
う
の
で
、

帰
国
後
も
こ
う
い
っ
た
楽
し

い
思
い
出
を
覚
え
て
い
て
く

れ
た
ら
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

▼
日
本
全
国
で
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
再
び
感
染
拡
大

し
て
い
ま
す
。
北
海
道
で
も

連
日
、
感
染
者
の
情
報
が
流

れ
、
檜
山
管
内
で
も
感
染
者

が
確
認
さ
れ
て
い
る
状
況
で

す
。
10
頁
で
紹
介
し
た
感
染

症
予
防
を
徹
底
す
る
な
ど
、

自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を

実
践
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
調
子
が
悪
い
と
き
は

無
理
を
せ
ず
、
一
般
窓
口
へ

の
相
談
を
！
（
え
び
）

江
差
高
校
か
ら
28
年
ぶ
り
に
全
国
高
校
総
合
文
化
祭
出
場
！

　
10
月
に
帯
広
市
で
開
催
さ
れ
た
『
全
道
高
校
書
道
展
』
で
、
厚
沢
部
町
在
住
の
大
瀧
菜
々
夏
さ
ん
（
江
差
高
校

２
年
生
）
が
道
高
文
連
賞
を
受
賞
し
、
来
年
８
月
に
開
催
さ
れ
る
全
国
高
校
総
合
文
化
祭
の
書
道
部
門
へ
の
出
場

を
決
め
た
。
全
国
総
合
文
化
祭
へ
の
出
場
は
江
差
高
校
か
ら
は
28
年
ぶ
り
の
快
挙
と
な
る
。

大
き
な
字
を
書
く
の
が
好
き

　

大
瀧
さ
ん
は
江
差
町
の
書
道
教

室
に
小
学
校
１
年
生
か
ら
通
い
始

め
た
。
中
学
校
で
は
書
道
部
が
な

か
っ
た
た
め
、
吹
奏
楽
部
で
活
動

し
な
が
ら
書
道
教
室
に
通
っ
て
い

た
。
「
友
達
に
誘
わ
れ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
始
め
た
。
や
り
始
め

る
と
楽
し
く
書
道
に
は
ま
っ
て
し

ま
っ
た
」
と
話
す
。

　

江
差
高
校
で
は
書
道
部
に
入

部
。
「
力
強
い
大
き
な
字
を
書
く

こ
と
が
好
き
で
、
書
道
教
室
と
違

い
、
大
き
な
紙
に
書
を
か
け
る
の

で
入
部
し
た
」
と
理
由
を
語
っ
た
。

受
賞
し
た
作
品
に
つ
い
て

　

今
回
の
全
道
高
校
書
道
展
へ
出

展
し
た
作
品
は
、
中
国
・
北
魏
時

代
の
碑
文
「
賀
蘭
汗
造
像
記
（
が

ら
ん
か
ん
ぞ
う
ぞ
う
き
）
」
の
一

節
を
楷
書
で
書
い
た
。
夏
頃
か
ら

何
を
書
く
か
、
様
々
な
造
像
記
を

全
国
文
化
祭
に
向
け
て

　

江
差
高
校
か
ら
は
28
年
ぶ
り

と
な
る
全
国
総
合
文
化
祭
へ
の

出
場
に
つ
い
て
「
全
道
書
道
展

に
出
品
で
き
た
だ
け
で
も
嬉
し

か
っ
た
が
、
ま
さ
か
全
国
の
切

符
ま
で
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で

き
る
と
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。

嬉
し
さ
半
分
驚
き
半
分
だ
っ

た
」
と
受
賞
の
喜
び
を
話
し
た
。

　

全
国
文
化
祭
の
抱
負
に
つ
い

て
「
全
国
文
化
祭
で
は
も
っ
と

大
き
な
紙
に
文
字
を
書
く
こ
と

が
で
き
る
。
迫
力
が
あ
り
、
目

立
つ
作
品
を
楽
し
み
な
が
ら
書

き
た
い
」
と
笑
顔
で
語
っ
た
。

　

全
国
総
合
文
化
祭
で
も
造
像

記
で
挑
む
予
定
で
、
出
品
期
限

は
令
和
３
年
３
月
と
な
っ
て
い

る
。
全
国
文
化
祭
に
向
け
て
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　　

見
て
、
出
品
期
限
の
約
２
週
間
前

に
今
回
の
一
節
に
決
め
た
。
今
回

の
作
品
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
大

瀧
さ
ん
は
「
私
の
持
ち
味
は
力
強

く
書
く
こ
と
。
黒
く
目
立
た
せ
た

い
部
分
と
か
す
れ
さ
せ
た
い
部
分

の
メ
リ
ハ
リ
に
気
を
つ
け
て
書
い

た
」
と
説
明
し
た
。

▲受賞した作品と大瀧さん。「とにかく書道が好き
　で、楽しいです」と取材中笑顔が絶えない方でした。


